
　

令和３年度　運動会アンケート結果のまとめ

１．実施時期について

・児童・教職員・保護者とも10月開催希望が一番多い。

・行事が重ならないようにしてほしいという意見があった。

２．午前中開催及び運営について

・午前中開催については、児童・教職員・保護者とも、９０％程度、受け入れられている。

・プログラムを増やしてほしいという意見もある一方で、午前中開催だと、今回のような規模が

限界かもしれないという意見もある。

・雨天延期の場合、土日にしてほしいことや、土曜日開催だと、雨天順延で次の日曜日にできる

といった意見があった。

・立ちっぱなしの応援は足が疲れるという意見もあり、対応が必要だと考える。

・参加者について、地域のお年寄りはＯＫにしてほしいという意見がある。（コロナの感染状況

に応じて、柔軟に対応していく）

３．種目について

・ダンス（表現）を増やしてほしいという意見が多数あった。

・種目の内容については、今回のアンケート結果を参考にして見直していきたい。

４．ＰＴＡ種目について

・しなくてもよい・どちらでもよいという意見が９０％以上ある。

・けがの心配・地域の人数差などの課題もある。

・６年生の親子競技はよかったという意見が多数ある。

５．地域参加の種目について

・ほぼ、しなくてもよい・どちらでもよいという意見であった。

・地域競技は参加依頼（人数集め）をするのが大変という意見があった。

・小さい子どもが参加できる種目があると良いという意見が複数あった。

６．その他

・観覧の仕方について、前列は入れ替わることや、最前列でのビデオ撮りは座ってする等のアナ

ウンスをしてほしいという意見が複数あった。

・リレーや得点競技の判定については、検討が必要。

☆今回のアンケート結果を参考にして、来年度の運動会を見直していく。

☆見直しに当たっての留意点として、小学校の学習指導要領の解説では、運動会について、次の記

述がある。

「運動会においては，学校の特色や伝統を生かすことも大切である。ただし， 児童以外の参加種目を

設ける場合は，運動会の教育的意義を損なわない範囲にとどめるよう配慮する。また，児童会活動や

クラブ活動などの組織を生かした運営を考慮し，児童自身のものとして実施することが大切である。

その場合，児童に過度の負担を与えたり，過大な責任を負わせたりすることのないように配慮す

る。」

このように、児童の負担にならないように配慮することや、学校の教育課程の中で、「運動会は何

のためにするのか、誰のためにするのか」等の目的を明確にして、取り組むことができるようにした

い。


